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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公開番号】特開2002-182143(P2002-182143A)
【公開日】平成14年6月26日(2002.6.26)
【出願番号】特願2000-379077(P2000-379077)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/036    (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/113    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｂ  26/10    　　　Ｂ
   Ｇ０２Ｂ  13/00    　　　　
   Ｈ０４Ｎ   1/036   　　　Ｚ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０４Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月11日(2007.12.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　偏向平面に略平行な方向に直線偏光しているレーザー光束を出射する光源手段と、
　前記光源手段から出射したレーザー光束を偏向手段に入射させる入射光学系と、
　前記偏向手段で偏向されたレーザー光束を被走査面上に結像させる走査光学系と、
　前記偏向手段と前記被走査面の間に設けられ、かつ前記偏向手段で偏向されたレーザー
光束を副走査方向に折り返す反射部材と、を有する光走査装置において、
　前記反射部材の反射面は、Ｐ偏光とＳ偏光とにおける反射率が略等しく、かつ、前記反
射部材の反射面は、入射するレーザー光束の入射角が大きくなるに従い、Ｓ偏光の反射率
もしくはＰ偏光の反射率が減少する特性を有することを特徴とする光走査装置。
【請求項２】
　前記走査光学系のｆθ係数をｋ、前記被走査面の有効走査幅をＷとしたとき、
　　ｋ／Ｗ  ≦  ０．６
なる条件を満足することを特徴とする請求項１に記載の光走査装置。
【請求項３】
　前記被走査面上の有効走査域の中心へ向かうレーザー光束が前記反射部材へ入射する角
度をβo(deg)、前記被走査面上の有効走査域の端部へ向かうレーザー光束が前記反射部材
へ入射する角度をβi(deg)としたとき、
　　８(deg) ≦  βi －  βo ≦  ２０(deg)
なる条件を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載の光走査装置。

【請求項４】
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　前記光源手段は、偏向平面に略平行な方向に直線偏光しているレーザー光束を複数出射
することを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の光走査装置。
【請求項５】
　偏向平面に略垂直な方向に直線偏光しているレーザー光束を出射する光源手段と、
　前記光源手段から出射したレーザー光束を偏向手段に入射させる入射光学系と、
　前記偏向手段で偏向されたレーザー光束を被走査面上に結像させる走査光学系と、
　前記偏向手段と前記被走査面の間に設けられ、かつ前記偏向手段で偏向されたレーザー
光束を副走査方向に折り返す反射部材と、を有する光走査装置において、
　前記反射部材の反射面は、Ｐ偏光とＳ偏光とにおける反射率が略等しく、かつ、前記反
射部材の反射面は、入射するレーザー光束の入射角が大きくなるに従い、Ｓ偏光の反射率
もしくはＰ偏光の反射率が増加する特性を有することを特徴とする光走査装置。
【請求項６】
　前記走査光学系のｆθ係数をｋ、前記被走査面の有効走査幅をＷとしたとき、
　　ｋ／Ｗ  ≦  ０．６
なる条件を満足することを特徴とする請求項５に記載の光走査装置。
【請求項７】
　前記被走査面上の有効走査域の中心へ向かうレーザー光束が前記反射部材へ入射する角
度をβo(deg)、前記被走査面上の有効走査域の端部へ向かうレーザー光束が前記反射部材
へ入射する角度をβi(deg)としたとき、
　　８(deg) ≦  βi －  βo ≦  ２０(deg)
なる条件を満足することを特徴とする請求項５又は６に記載の光走査装置。
【請求項８】
　前記光源手段は、偏向平面に略垂直な方向に直線偏光しているレーザー光束を複数出射
することを特徴とする請求項５乃至７の何れか１項に記載の光走査装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の光走査装置と、前記被走査面に配置された感光体
と、前記感光体の上を光束が走査することによって形成された静電潜像をトナー像として
現像する現像手段と、前記現像されたトナー像を用紙に転写する転写手段と、転写された
トナー像を用紙に定着させる定着手段とを有していることを特徴とする画像形成装置。
【請求項１０】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の光走査装置と、外部機器から入力したコードデー
タを画像信号に変換して前記光走査装置に入力せしめるプリンタコントローラとを有して
いることを特徴とする画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１４】
　　【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明の光走査装置は、
　偏向平面に略平行な方向に直線偏光しているレーザー光束を出射する光源手段と、
　前記光源手段から出射したレーザー光束を偏向手段に入射させる入射光学系と、
　前記偏向手段で偏向されたレーザー光束を被走査面上に結像させる走査光学系と、
　前記偏向手段と前記被走査面の間に設けられ、かつ前記偏向手段で偏向されたレーザー
光束を副走査方向に折り返す反射部材と、を有する光走査装置において、
　前記反射部材の反射面は、Ｐ偏光とＳ偏光とにおける反射率が略等しく、かつ、前記反
射部材の反射面は、入射するレーザー光束の入射角が大きくなるに従い、Ｓ偏光の反射率
もしくはＰ偏光の反射率が減少する特性を有することを特徴としている。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項２の発明は請求項１の発明において、
　前記走査光学系のｆθ係数をｋ、前記被走査面の有効走査幅をＷとしたとき、
　　ｋ／Ｗ  ≦  ０．６
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項３の発明は請求項１又は２の発明において、
　前記被走査面上の有効走査域の中心へ向かうレーザー光束が前記反射部材へ入射する角
度をβo(deg)、前記被走査面上の有効走査域の端部へ向かうレーザー光束が前記反射部材
へ入射する角度をβi(deg)としたとき、
　　８(deg) ≦  βi －  βo ≦  ２０(deg)
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項４の発明は請求項１乃至３の何れか１項の発明において、
　前記光源手段は、偏向平面に略平行な方向に直線偏光しているレーザー光束を複数出射
することを特徴としている。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項５の発明の光走査装置は、
　偏向平面に略垂直な方向に直線偏光しているレーザー光束を出射する光源手段と、
　前記光源手段から出射したレーザー光束を偏向手段に入射させる入射光学系と、
　前記偏向手段で偏向されたレーザー光束を被走査面上に結像させる走査光学系と、
　前記偏向手段と前記被走査面の間に設けられ、かつ前記偏向手段で偏向されたレーザー
光束を副走査方向に折り返す反射部材と、を有する光走査装置において、
　前記反射部材の反射面は、Ｐ偏光とＳ偏光とにおける反射率が略等しく、かつ、前記反
射部材の反射面は、入射するレーザー光束の入射角が大きくなるに従い、Ｓ偏光の反射率
もしくはＰ偏光の反射率が増加する特性を有することを特徴としている。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１９】
　請求項６の発明は請求項５の発明において、
　前記走査光学系のｆθ係数をｋ、前記被走査面の有効走査幅をＷとしたとき、
　　ｋ／Ｗ  ≦  ０．６
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項７の発明は請求項５又は６の発明において、
　前記被走査面上の有効走査域の中心へ向かうレーザー光束が前記反射部材へ入射する角
度をβo(deg)、前記被走査面上の有効走査域の端部へ向かうレーザー光束が前記反射部材
へ入射する角度をβi(deg)としたとき、
　　８(deg) ≦  βi －  βo ≦  ２０(deg)
なる条件を満足することを特徴としている。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項８の発明は請求項５乃至７のいずれか１項の発明において、
　前記光源手段は、偏向平面に略垂直な方向に直線偏光しているレーザー光束を複数出射
することを特徴としている。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項９の発明の画像形成装置は、
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の光走査装置と、前記被走査面に配置された感光体
と、前記感光体の上を光束が走査することによって形成された静電潜像をトナー像として
現像する現像手段と、前記現像されたトナー像を用紙に転写する転写手段と、転写された
トナー像を用紙に定着させる定着手段とを有していることを特徴としている。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項１０の発明の画像形成装置は、
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の光走査装置と、外部機器から入力したコードデー
タを画像信号に変換して前記光走査装置に入力せしめるプリンタコントローラとを有して
いることを特徴としている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　７は反射部材としての折り返しミラーであり、光偏向器５と被走査面８との間に設けら
れ、走査光学系６を通過したレーザー光束を副走査方向に折り返している。本実施形態に
おける折り返しミラー７の反射面７ａはＰ偏光とＳ偏光とにおける反射率が略等しく、か
つ入射するレーザー光束の入射角が大きくなるに従いＳ偏光、もしくはＰ偏光の反射率が
減少するように形成されている．ここでＰ偏光とＳ偏光の反射率が略等しいとは入射角２
５°～４０°の範囲内において、双方の反射率差が±３％以内のことを言う。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　本実施形態においてモノリシックなマルチビームの光源手段１から複数出射したレーザ
ー光束はその偏光方向が略一方向となっている。この光源手段１を用いたマルチビーム走
査装置においては、被走査面８上の走査線の間隔を画素密度に応じた値とするため、光源
手段１を集光レンズ２の光軸廻りに回転させて複数の発光点の間隔を所望な値に調整する
必要がある。光源手段１を集光レンズ２の光軸廻りに回転させる角度γ(deg)は次式で与
えられる。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１３１】
　即ち、本実施形態では半導体レーザー１から出射されたレーザー光束は偏向平面に略垂
直な方向に直線偏光しており、第１、第２のfθレンズ６ａ、６ｂ面への入射角が小さい
ところではフレネル反射率が低く、画角が広くなって第１、第２のfθレンズ６ａ、６ｂ
面への入射角が大きくなるところではフレネル反射率が高くなる。そのため走査光学系６
を通過した後の照度分布は光軸９上が最も高く、被走査面８上の走査有効域の端部（像高
±１０７mm）で最も低くなり、図３１に示したようにその光量比は０.９１倍である。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
［画像形成装置］
　図４０は、前述した実施形態１から６のいずれかの光走査装置、もしくはマルチビーム
走査装置を用いた画像形成装置（電子写真プリンタ）の実施形態を示す副走査方向の要部
断面図である。図４０において、符号１０４は画像形成装置を示す。この画像形成装置１
０４には、パーソナルコンピュータ等の外部機器１１７からコードデータＤｃが入力する
。このコードデータＤｃは、装置内のプリンタコントローラ１１１によって、画像データ
（画像信号）（ドットデータ）Ｄｉに変換される。この画像データＤｉは、光走査ユニッ
ト１００に入力される。そして、この光走査ユニット（光走査装置、もしくはマルチビー
ム走査装置）１００からは、画像データＤｉに応じて変調された光ビーム（光束）１０３
が出射され、この光ビーム１０３によって感光ドラム１０１の感光面が主走査方向に走査
される。
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